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第
八
回
　
端
出
場
②

別子往還道を訪ねて
　

マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
観
光
坑
道
か
ら
の
帰
り

は
歩
く
こ
と
に
し
ま
す
。
川
沿
い
の
歩
道
を
進

ん
で
行
く
と
、
レ
ン
ガ
造
の
坑
口
が
現
れ
ま

す
。
こ
れ
が
第
四
通
洞
で
す
。
採
鉱
す
る
場
所

が
年
々
、
低
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
大

正
４
年
に
貫
通
し
、
東
平
の
第
三
通
洞
か
ら
主

役
の
座
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
坑
口

の
上
に
は
、
住
友
家
十
五
代
家
長
住
友
吉
左
衞

門
友
純
（
と
も
い
と
）
の
筆
と
な
る
「
第
四
通

洞
」
の
文
字
、
そ
の
上
に
は
今
も
大
山
祇
の
神

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
か
つ
て
夜
昼
な

く
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
っ
て
行
き
来
し
て
い
た

採
鉱
関
係
者
が
今
日
も
事
故
が
な
い
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
し
た
。
路
面
に
は
今
も
線
路
跡
が

見
ら
れ
ま
す
。
第
四
通
洞
の
前
に
は
四
通
橋
と

い
う
鉄
橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
鉄
橋
の
横
に
あ

る
橋
を
渡
り
、
桜
並
木
を
歩
い
て
行
く
と
、
見

え
て
く
る
木
造
の
建
物
は
、
か
つ
て
住
友
企
業

の
迎
賓
館
と
し
て
使
用
さ
れ
、
別
子
銅
山
記
念

図
書
館
用
地
と
な
っ
た
北
新
町
か
ら
移
築
さ
れ

た
泉
寿
亭
特
別
室
棟
で
す
。
鉱
山
鉄
道
に
乗
っ

て
通
っ
て
き
た
端
出
場
隧
道
、
端
出
場
鉄
橋
と

共
に
平
成
21
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。
泉
寿
亭
の
前
で
先
ほ
ど
通
っ

て
き
た
第
四
通
洞
の
方
を
振
り
返
り
、
山
を
見

上
げ
る
と
、
中
腹
に
灰
色
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
が
垣
間
見
え
ま
す
。
こ
れ
が
昭
和
44
年
に

完
成
し
た
大
斜
坑
の
貯
鉱
庫
で
す
。
残
念
な
が

ら
山
中
に
は
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
こ
こ
か
ら
の
見
学
に
と
ど
め
ま
す
。

　

泉
寿
亭
横
の
階
段
を
下
り
る
と
対
岸
に
は
マ

イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
の
建
物
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

レ
ン
ガ
造
の
旧
端
出
場
水
力
発
電
所
が
見
え
ま

す
。
本
年
１
月
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な

り
ま
し
た
。
建
物
の
レ
ン
ガ
が
黒
く
見
え
る
の

は
太
平
洋
戦
争
中
に
標
的
と
さ
れ
な
い
よ
う
に

コ
ー
ル
タ
ー
ル
が
塗
ら
れ
た
た
め
で
す
。
隣
接

し
て
建
物
よ
り
高
い
樹
木
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ

で
、
水
力
発
電
所
稼
働
後
に
植
樹
さ
れ
た
よ
う

で
す
が
、
国
内
最
大
級
の
高
さ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス

ギ
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治

45
年
竣
工
の
水
力
発
電
所
と
共
に
、
対
岸
か
ら

端
出
場
の
移
り
変
わ
り
を
見
つ
め
て
き
ま
し

た
。

（端出場大橋）
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第四通洞と四通橋


